











































うした中、１９８７年に国の政策として「The National Policy on Languages」が、初・中等教育の言






学校教育の到達目標策定などが掲げられ（MCEECDYA 1989 : 1）、この年を転換期として、オ
ーストラリアは連邦レベルでの学校教育の統一と共通化への歩みを開始した（Lo Bianco 2009 :
21）。
さらに１０年後、２１世紀を控えた１９９９年、アデレード宣言（The Adelaide Declaration on National













2008 : 10-17）、アジアについても、その冒頭で、「アジアを知る」（to become ‘Asia literate’ :




































































































































































































































































































































































（１）Australian Bureau of Statistics （２００６）
〈http : //www.abs.gov.au/websitedbs/D３３１０１１４.nsf/home/Census+data〉２０１１年８月２５日参照。
（２）代表的なものとしては、Lo Bianco (1987)、Scarinoほか（１９８８）等。
（３）詳細は de Kretser, A., Spence-Brown,R. (2010)参照。
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